























































































































瀧 赤井勘助 手船 寶栄丸 吉右衛門外船中 19 名。

















































担当学芸員、東方仁史 higashikata-hi ＠ pref.tottori.jp
さんの情報では、館蔵の弥生土器壷は弥生時代後期中
葉で、島根県隠岐島島前三渡灯台北北西 18 マイル（海






































































されている。長さ 287 ｍ、爪幅 130cm。昭和 55 年


































幅 10 ｍ以上のものと、長さ 30 ｍのものがあり、15
世紀後半から末頃と推定されている。中須東原遺跡で
は長さ 40 ｍ、幅 10 ｍほどであり、16 世紀頃と推定
されている（木原 2010）。中世今市船着場跡は大喜


































両横に深さ約 2cm、幅 5cm の帯状の溝がり、裏にも
25cm 間隔で 2 本の並行する陰刻線がある。元寇の碇














共に 2011 年 9 月 4 日、小野都さん（85 歳）宅で撮
影・実測する。2. 口径 13.8cm、高さ 4.3cm、低径
4.6cm。3. 口径 13.8cm、高さ 4.3cm、低径 4.9cm。















































































井上寛司 ,2010「山陰における中世の流通」『第 38 回山陰考古
学研究集会』1-14.
木原光 ,2010「益田市周辺の港湾遺跡群」『第 38 回山陰考古学
研究集会』15-31.





































































































































































は 2.3 ｍ、前面の最大幅は 34cm、横幅最大 22cm。
全長推定 2.8 ｍ。不整方柱形の暗紫色砂質凝灰岩製。
中央部両横に深さ約 2cm、幅 5cm の帯状の溝がり、
裏にも 25cm 間隔で 2 本の並行する陰刻線がある。
この碇石は我が国の元寇遺物として最東端に位置する
貴重な資料。指定：昭和 55 年 4 月 25 日。所有者：
出口栄城。所在地：萩市大井下馬場。
　碇石等の写真及び情報は 2011 年 7 月、萩市大井
1404、萩市大井公民館長の吉屋安隆さん、大井ふる
里愛好会事務局 c-ooi@city.hagi.lg.jp、及び萩市大字江
向 510、萩市歴史まちづくり部文化財保護課の松浦
さん bunkazai@city.hagi.lg.jp から頂いた。感謝。
萩市大井下馬場の猿田彦太神碑と碇石、碇石説明板
萩市大井下馬場の猿田彦太神碑と碇石
碇石が発見された佐々古浜の清掃風景。
Fig.17 山口県
下関市立土井ケ浜遺跡・人類学ミュージアム展示のタ
コ壺。
萩市中善寺。遠隔地から来て没した船乗りの墓があっ
たが、墓石を整理したようで見つからない。下関市豊北町歴史民俗資料館所蔵のタコ壺。
